


湖面に映える花火の競演 『はやま湖まつり２０２６』開催！
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今
月
の
表
紙

までいの里のこども園にて、「どうして70？」「飯舘村が
もう少しで70歳のお誕生日なんだよ」と言葉を交わし
ていた子ども達が、「おめでとう！」の写真撮影に参加し
てくれました。９月30日に立村70周年を迎え、10月４
日には記念のイベント（Ｐ４参照）も開催されます。飯
舘村の誕生日、みんなでお祝いしましょうね。

今月の話題

　

６
月
18
日
、飯
舘
村
森
林
組
合
で
、

『
飯
舘
村
立
村
70
周
年
記
念 

伐
採

祭
並
び
に
安
全
祈
願
祭
』が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
」の
今
年
度
の
取
り
組
み
が
始
ま

る
の
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

組
合
員
や
職
員
、関
係
機
関
の
代
表

な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、県
の「
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
」を
受
託
し
、村
内
の

森
林
で
伐
採
や
間
伐
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、そ
こ
で
産
出
す
る
年
間

１
万
ト
ン
以
上
の
木
材
を
、バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
燃
料
と
し
て「
飯
舘
み
ら

い
発
電
所
」に
納
入
し
て
い
ま
す
。

　
伐
採
祭
で
は
会
場
に
設
置
し
た

木
材
を
切
り
倒
し
、事
業
に
携
わ
る

職
員
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
今
回
の
伐
採
祭
を
、飯

舘
村
立
村
70
周
年
記
念
と
位
置
付

け
る
こ
と
で
、ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

強
く
打
ち
出
し
、森
林
再
生
へ
の
さ

ら
な
る
貢
献
を
誓
い
ま
し
た
。佐
藤

長
平
組
合
長（
宮
内
）は
、「
震
災
か

ら
15
年
、語
り
尽
く
せ
ぬ
思
い
が
あ

り
ま
す
。山
美
わ
し
く
、水
清
ら
か

な
ふ
る
さ
と
飯
舘
の
た
め
に
、組
合

と
し
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

立村70周年記念 飯舘村森林組合伐採祭  事業の安全を祈願しました

谷間に打ち上げの音を響かせる大輪の花火、そして湖面に
は色とりどりの水中花火。はやま湖の自然環境が演出す
る、格別の花火体験をお楽しみください。
また、この日は真野ダム内見学会（午後1時30分から30分お
きに全４回※各回20人先着順）が実施される他、おいしい屋
台が並んだ会場ではステージイベントも。暮れかかる午後
６時40分からは地域の伝統芸能『大倉の神楽』が披露され
ます。どうぞ全てをお見逃しなく！

立村70周年に寄せて、
森 林 組 合 の 足 跡を振
り返る佐藤組合長。関
係者に感謝を伝え、森
林 再 生 に か ける思 い
を語りました。

問  はやま湖まつり実行委員会（産業振興️課商工観光係内） ☎︎0244-42-1620

  はやま湖で
特別な花火    
    体験を!

はやま湖まつり2025から

はやま湖まつり

はやま湖畔／真野ダム／大倉体育館駐車場

７月 25 日 土 イベントは午後１時から
花火打上は午後７時30分から

※今号に同封のチラシで詳細をご確認ください。

広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 2233



芸能ショーを企画しています

記念アトラクションの一つとして子
どもから大人までが思いっきり楽し
める芸能ショーを企画しています。
準備が整い次第お知らせします。

祝70周年

映像で70年間を振り返ります

過去の貴重な映像・写真を盛り込ん
で、飯舘村の70年間を振り返る記録
映像を制作。記念イベントのアトラ
クションとして上映します。

祝70周年

70年間の10大ニュースを発表！

飯舘村の70年間のできごとから、村
民の皆さんの投票で10大ニュースを
決定し会場で発表します。今後募集
する投票にぜひご協力を！

祝70周年

特 集

古希（こき）は70歳の長寿のお祝い。

中国の唐代の詩人・杜甫の「人生七十

古来稀なり（70歳まで生きる人は稀であ

る）」という詩に由来します。

立村70周年
飯舘村

70周年のあゆみに感謝と喜びをともにする集い

立村70周年記念イベント

（タイトル仮）飯
舘
村
は

令
和
８
年
９
月
30
日
に

70
周
年
を
迎
え
ま
す

■昭和31年（1956年）

■昭和41年（1966年）

■昭和51年（1976年）

■昭和51年（1976年）

■平成18年（2006年）

■平成23年（2011年）

■平成28年（2016年）

■平成28年（2016年）

■平成29年（2017年）

■令和８年（2026年）

飯曽村・大舘村の２村が合併。飯舘村が誕生！

立村10周年。「村章」を制定。「村民歌」「村民音頭」を発表。

立村20周年。「村民憲章」「村の木・花・鳥」を制定。

昭和51年から54年にかけて「飯舘村史」第１巻〜第３巻刊行。

立村50周年。「いいたてむら立村50周年記念祭」をいいたて球場で開催。

東日本大震災。原発事故の影響で計画的避難区域に指定され全村避難となる。

役場機能が本庁に戻る。（一部の機能は先行で平成26年から本庁）

立村60周年。「いいたて60祭」を新設の交流センター「ふれ愛館」で開催。

19行政区で避難指示解除。「おかえりなさい式典」を開催。

立村70周年。記念イベントや式典を催し、ふるさとの古希を皆で祝います！

ふるさとの

　古希を祝おう！

    飯舘村の村章
（昭和41年制定）    村の木・あかまつ

   （昭和51年制定）
     村の花・山百合
   （昭和51年制定）

   村の鳥・うぐいす
   （昭和51年制定）

来賓の皆様を迎えて節目の式典を行います。内容に

ついては次のページをご覧ください。

村制施行70周年記念式典
1 1 月８日   日

飲食コーナーや物販ブースも！

会場周辺に飲食コーナーや物販ブー
スが並び、記念イベントを盛り上げ
ます。村の歩みを振り返る展示も行
う予定です。

祝70周年

1 0 月４日   日 午前 10 時 〜 午後 2 時 30 分

いいたて希望の里学園体育館＋体育館周辺

ふるさとを育み支えてくださった敬老者の皆さんをお迎えし感謝を伝えます。

みんなでお祝いしましょう！

午前 10 時 〜 午前 10 時 45 分

午前 10 時 45 分 〜 午前 11 時 15 分

飯舘村の70年間を振り返ります。また楽しいステージショーも開催します。

記念のアトラクションを皆で楽しみ、節目の時を祝います。

記念アトラクション

敬老会式典第１部　

正午 〜 午後 2 時

ステージ発表

村の子ども達がステージに登場。感謝の式典に華を添えます。

第２部　

〈昼食休憩〉

※ 出店は午後 2 時 30 分 までの予定です。

※６月24日時点の情報です。詳細が決まりましたら改めてお知らせします。どうぞお楽しみに！

感謝と喜びをともに

広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 4455



※６月24日時点の情報です。今後に開催日・  場所・内容などが変更になる場合があります。

つどい茶屋JAZZ喫茶くま

飯舘村教育委員会

飯舘村

飯舘村教育委員会

飯舘村

飯舘村

飯舘村商工会青年部

70
周
年
の
感
謝
と
喜
び
を
こ
め
て

村
民
の
皆
さ
ん
の
主
催
に
よ
る

ス
テ
キ
な
祝
福
イ
ベ
ン
ト
も
！

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
を
70
周
年

ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

飯舘村　飯舘村教育委員会
いいたてスポーツクラブ

いいたてスポーツ公園

つどい茶屋JAZZ喫茶くま

                       農業研修館きらり

いいたて希望の里学園体育館

    いいたてパークゴルフ場

交流センター「ふれ愛館」

                 交流センター「ふれ愛館」

交流センター「ふれ愛館」

検討中

いいたて村の道の駅までい館

交流センター「ふれ愛館」

立村70周年記念 ナイター駅伝

祝・飯舘村創立70周年 ジョイントコンサート

立村70周年記念 わくわくどきどき合宿通学

70周年のあゆみに感謝と喜びをともにする集い

立村70周年記念 村民スポーツ大会

立村70周年記念 いいたて秋まつり

立村70周年記念 飯舘村文化展

立村70周年記念 いいたて村文化祭

村制施行70周年記念式典

立村70周年記念 いいたて冬まつり

立村70周年記念 いいたて村芸能発表祭

記念イベントを
開催するには

村の後援のもと「70周年記念
イベント」に加わっていただ
きます。手続きに一定の時間
を要しますので、期間に余裕
を持って申請してください。
ご参加お待ちしています！

立村70周年記念イベント

夏の夕暮れに開会する恒例の駅伝大会。第５回の今大会を、立村70周
年記念大会として開催します。記念グッズも検討中！

イベント名　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  開催日・会場　　                                                            主 催　　　　　　　　　　　    概 要

土

日

水

木

木

日

日

木

日

日

日

音楽活動を通して飯舘村を盛り上げている「つどい茶屋JAZZ喫茶く
ま」が立村70周年を祝うジョイントコンサートを開催します。

いいたて希望の里学園の４〜６年生（希望者）を対象に「農業研修館
きらり」にて、今回は立村70周年の記念行事として実施します。

第１部では飯舘村敬老会を開催し敬老者に感謝を伝えます。第２部で
は記念のアトラクションを皆で楽しみ、節目の時を祝います。

行政区対抗でパークゴルフの競技大会を実施します。第３回の今大会
を立村70周年記念大会として開催します！

子どもも大人も楽しいステージショー、村内事業者をはじめとするた
くさんの出店でにぎわう秋のお祭りを、70周年記念バージョンで。

子どもからお年寄りまで、個人・団体・サークルなど、多くの村民が
力作を出品する感動いっぱいの作品展で、70周年を祝います。

文化展に合わせて村内団体や事業者が集う恒例のイベントで、文化展
の表彰式も行われます。70周年記念の文化祭をどうぞお楽しみに！

式典の中で「飯舘村表彰式」を行う他、避難や復興に際しお世話に
なった方々を招いて感謝を伝え節目となるような式典を開催します。

道の駅からふかや風の子広場に展開する美しいイルミネーションと冬
の花火は飯舘の冬の風物詩。詳細は今後、実行委員会が検討します。

伝統芸能もダンスもバンド演奏も。幅広いジャンルの芸能が大集結す
るイベントです。70周年記念のステージにどうぞご参加ください！

森林組合は70周年伐採式を開催

飯舘村森林組合は「ふくしま森林再
生事業」にかかる伐採祭を立村70周
年記念行事として開催しました。詳
しくは今月号のP２で。

祝70周年

６月現在のラインアップ

     です。今後のイベント

　　　情報にもご期待を！

道の駅の第１弾開催を皮切りに

道の駅までい館では立村70周年記念
イベント「里帰りまでい牛精肉販売
会」をすでに３月に開催していま
す。記念行事第１号になりました。

祝70周年

赤パンツでお祝い!?

道の駅までい館の立村70周年記念
グッズ第１弾は「巣鴨マルジ」(東京
都)とコラボの赤パンツ！健康長寿の
アイテムとして７月11日に販売開始！

祝70周年

非公認キャラク

ターの「までこ」

がキュート！

８/ 1

８/20

９/27　  〜10/ 1

10/４

10/12

10/25

10/22      〜28

10/25

11/８

11 月下旬

２/14

済

済

（予定）（予定）

              祝月•

いいたて村文化祭実行委員会
飯舘村教育委員会

いいたて村文化祭実行委員会
飯舘村教育委員会

いいたて村芸能発表祭実行委員会
飯舘村教育委員会

広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 6677



学びの広場

サツマイモの苗を植えたよ！

３・４歳児の親子遠足を行いました

避難訓練がんばりました

能の公演　芸術鑑賞教室
　
６
月
10
日
、ま
で
い
の
里

の
こ
ど
も
園
の
園
児
が
、

園
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
J
A
ふ
く
し
ま
未
来
・

飯
舘
営
農
セ
ン
タ
ー
の
川

井
智
洋
セ
ン
タ
ー
長（
二

枚
橋
・
須
萱
）か
ら
、苗
の

植
え
方
や
収
穫
の
時
期
に

つ
い
て
教
わ
り
な
が
ら
、晴

れ
渡
る
青
空
の
下
、に
ぎ

や
か
に
作
業
を
進
め
ま
し

た
。

　
園
児
達
は
、カ
エ
ル
や
ア

リ
な
ど
の
生
き
物
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
な
が
ら
、

手
を
シ
ョベ
ル
カ
ー
の
よ
う

に
動
か
し
て
一
生
懸
命
土

を
掘
り
、「
大
き
く
な
あ

れ
」と
願
い
を
込
め
て
苗

を
植
え
、水
や
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
６
月
18
日
に
は
、避
難
訓

練
を
実
施
。子
ど
も
達
は
そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
の
指
示
に
従

い
、年
齢
に
応
じ
た
避
難
方

法
で「
わ
ん
ぱ
く
ほ
ー
る
」に

集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
集
合

後
、「
避
難
の
際
に
気
を
付

け
る
こ
と
」に
つ
い
て
確
認
を

す
る
場
面
で
も
、先
生
の
話

に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
ま
し

た
。園
で
は
毎
月
の
訓
練
を

通
し
て
、子
ど
も
達
が
非
常

時
に
も
慌
て
ず
に
行
動
が
で

き
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
19
日
に
は
、３・４

歳
児
の
親
子
遠
足
を
行
い

ま
し
た
。

　
通
園
バ
ス
で
向
か
っ
た

の
は
、伊
達
市
の
屋
内
遊

び
場「
パ
レ
オ
パ
ー
ク
や
な

が
わ
」で
す
。広
々
と
し
た

遊
び
場
に
は
、さ
ま
ざ
ま

な
遊
具
や
砂
場
な
ど
が

あ
り
、親
子
が
一
緒
に
体

を
動
か
し
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。中
で

も
、空
気
で
膨
ら
ん
だ
ふ

わ
ふ
わ
の
エ
ア
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
大
人
気
で
、友
達
と
一
緒

に
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
び
ま

し
た
。

　
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
後
は

み
ん
な
で
お
弁
当
。親
子

が
触
れ
合
い
を
深
め
て
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

こども園と学園の　   月のできごとをお伝えします
までいの里のこども園、いいたて希望の里学園の取り組み
やイベント、学びの様子から、その一部をお伝えします。

学園NEWS！

　
６
月
15
日
、い
い
た
て
希

望
の
里
学
園
で
、「
芸
術

鑑
賞
教
室
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
神
奈
川
県
を
拠
点
に
、

能
楽
と
狂
言
の
普
及
・
継

承
に
取
り
組
む「
鎌
倉
能

舞
台
」の
皆
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、能
楽
と
狂
言
の

歴
史
、特
徴
的
な
動
き
、

表
現
の
違
い
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

実
際
に
能
楽
の「
屋
島
」

「
猩
々
」、狂
言
の「
柿
山

伏
」を
鑑
賞
す
る
場
面
で

は
、子
ど
も
達
が
、演
者
の

華
麗
な
所
作
に
見
入
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
に
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、能
楽
と
狂
言

の
発
声
方
法
や
立
ち
姿
、

柿
を
食
べ
る
し
ぐ
さ
な
ど

を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
も
行
わ
れ
、日
本
の
伝

統
芸
能
に
親
し
み
、理
解

を
深
め
ま
し
た
。

こども園NEWS！

こども園NEWS！

こども園NEWS！
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　『
い
い
た
て
学
』は
、地

域
に
根
差
し
た
実
践
的
な

活
動
を
通
し
て
ふ
る
さ
と

に
学
び
、情
操
や
自
立
心

を
育
み
、生
き
る
力
を
養

う
、い
い
た
て
希
望
の
里
学

園
独
自
の
教
科
で
す
。１

年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
が

体
系
的
に
学
び
を
深
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

探
究
的
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
で
、後
期
課

程
が
６
月
10
日
に
３
つ
の

コ
ー
ス
で
、前
期
課
程
が

同
17
日
に
４
つ
の
コ
ー
ス

で
、村
内
を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ

ア
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
各
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、飯
舘
村
の

自
然
、歴
史
、産
業
、観
光

な
ど
に
触
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
を
訪
問
。質
問
や

撮
影
を
し
な
が
ら
、村
で

働
く
人
々
や
、地
域
に
関

わ
る
人
々
の
思
い
を
知
ろ

う
と
熱
心
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。

学びの広場

特別授業「絵を描くワークショップ」「いいたて学」飯舘村を知るバスツアー

　
こ
ど
も
園
で
は
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
の
後
、園
児

が
園
庭
で
捕
ま
え
た
り
、

園
内
で
飼
育
し
た
り
し
て

い
る
生
き
物
を
観
察
。そ

れ
ら
の
生
き
物
を
、大
き

な
画
用
紙
に
、ク
レ
ヨ
ン
で

思
い
思
い
に
ス
ケ
ッ
チ
し

ま
し
た
。子
ど
も
な
ら
で

は
の
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
が
色
鮮
や
か
に

描
か
れ
、先
生
方
が
、「
自

然
の
中
に
い
る
生
き
物
の

様
子
が
よ
く
描
け
て
い
る

ね
」な
ど
と
言
葉
を
か
け

て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、学
園
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
の
テ
ー
マ
は
、「
自

分
た
ち
が
想
像
す
る
奇

想
天
外
な
動
物
」。前
期

課
程
の
児
童
が
、豊
か
な

発
想
で
、個
性
あ
ふ
れ
る

動
物
達
を
次
々
に
描
き

出
し
ま
し
た
。

学園NEWS！ こども園NEWS！ 学園NEWS！

ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園

　
絵
本
作
家
の
い
せ
ひ
で
こ
先
生
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
柳
田
邦
男
先

生
、写
真
家
の
石
井
麻
木
さ
ん
に
よ
る「
絵
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
、６
月

９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園

● 

後
期
課
程 

●

氣
ま
ぐ
れ
茶
屋
ち
え
こ（
佐
須
）

飯
舘
み
ら
い
発
電
所（
蕨
平
）

つ
ど
い
茶
屋
J
A
Z
Z
喫
茶
く
ま（
上
飯
樋
）

菊
池
製
作
所（
草
野
）

● 

前
期
課
程 

●

木材チップや
バーク（樹皮）
を燃料に発電
しています。

交流を通じて
海外の方も訪
れてくれてい
ますよ。

大人も子ども
も音楽で仲よ
くなれたらい
いよね。

さまざまな素
材を使い「も
のづくり」をし
ています。
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お知らせのページ

　東日本大震災に伴う原発事故の被災世帯は、震災以降、国の特例措置により国民健康保
険税、後期高齢者医療保険料及び介護保険料の減免が続いてきましたが、平成29年に避
難指示が解除された地域においては、本年度から本税（料）の１/２の課税が再開します。

特例措置に関する国の方針  ー国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険ー

２． 急激な負担増にならないよう、複数年かけて段階的に見直す。
　  ❶保険税（料）1/2減免⇒❷保険税（料）特例終了⇒❸窓口負担（利用者負担）特例終了
　   ※被災世帯でも、上位所得層は減免対象外とする。

１． 被保険者間の公平性を確保するとともに、十分な経過措置を講じる観点から、避難
　　指示解除後10年程度で特例措置を終了する。

■ 今後の予定  （上位所得層と帰還困難区域を除く）

令和８年度国民健康保険税等を改正（引き下げ）しました

　６月定例議会で国民健康保険税（国保税）の一部改正が可決されました。また、今年度より子ども・子育て支援
金が導入されました。これは、児童手当の拡充や妊婦のための支援給付などの子ども・子育ての支援制度に充て
るもので、全ての世代の方に支援金を負担いただくものです。
　国保税は相互扶助の精神のもとに私たちの健康の保持・増進を確保する重要な制度です。病気やケガをした
時に医療費の負担が軽減され、安心して医療を受けられるよう、加入者、国や県、村が負担をして運営しています。

■ 納付方法について

　飯舘村では税金や料金のお支払いに便利で確実な口座振替を推
進しています。この機会にぜひ、便利な口座振替をご利用ください。
金融機関での手続きが必要となりますので、税務係までお問い合わ
せください。
　また、金融機関への払込みのほかに、コンビニエンスストア、役場
窓口でのお支払い、ＱＲコードを利用したスマートフォンアプリでの
お支払い方法があります。

   19の行政区

  長泥行政区

　問  住民課税務係☎︎0244-42-1615

  保険税（料）
   窓口負担

  保険税（料）
   窓口負担

令和７年度
     減　免
     免　除

～令和13年度
     減　免
     免　除

令和８年度
    1/2課税
     免　除

令和14年度
    1/2課税
     免　除

令和９年度
   通常課税
    免　除

令和15年度
   通常課税
    免　除

令和10年度
   通常課税
   通常負担

令和16年度
   通常課税
   通常負担

平成29年
避難指示解除

令和５年
避難指示解除

今年度から課税を再開します
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料

令和８年度国民健康保険税　軽減額

■ ご存じですか？国保税の軽減制度
　国保税には、前年の所得が一定基準以下の場合、均等割額及び平等割額の７割、５割、２割が軽減され
る制度があります。軽減の内容は次のとおりです。

国民健康保険税　税率等改正内容

※特定世帯：これまで国民健康保険被保険者であったものが、後期高齢者医療保険に移行したことにより、同一  
　世帯の他の国民健康保険被保険者が一人だけとなる世帯で、かつ、国民健康保険の資格を喪失した日の属す
　る月（以下「特定月」）以後５年を経過する月までの間にある世帯。
※特定継続世帯：これまで国民健康保険被保険者であったものが、後期高齢者医療保険に移行したことにより、
　同一世帯の他の国民健康保険被保険者が一人だけとなる世帯で、かつ、特定月以後５年を経過する月の翌月
　から特定月以後８年を経過する月までの間にある世帯。 

　問  住民課税務係☎︎0244-42-1615

キャッシュレス決済
はこちらのサイトか
らも利用できます。

地方税共同機構／
地方税お支払サイト

特定世帯以外

特定世帯

特定継続世帯

特定世帯以外

特定世帯

特定継続世帯

特定世帯以外

特定世帯

特定継続世帯

      

   19,950円
   

     
   14,250円
             

 
     5,700円

７割軽減世帯
合計所得額〈43万円＋10万円
×（給与取得者の人数-1）〉

医療分 子ども・子育
て支援分

５割軽減世帯
合計所得額〈43万円＋31万円
×（給与取得者の人数-1）〉

２割軽減世帯
合計所得額〈43万円+57万円×

（給与取得者の人数-1）〉

  16,100円

     8,050円

  12,075円

  11,500円

     5,750円

     8,625円

     4,600円

     2,300円   

     3,450円

      

     7,000円
   

     
     5,000円
             

 
    2,000円

      

     7,350円
   

     
     5,250円
             

 
     2,100円

      

   910円
   

     
   650円
             

 
  260円

    5,600円

    2,800円

    4,200円

    4,000円

    2,000円

    3,000円

    1,600円

        800円   

    1,200円

      

     4,200円
   

     
     3,000円
             

 
     1,200円

支援分 介護分 医療分 支援分 介護分
    560円

    280円

    420円

    400円

    200円

    300円

    160円

        80円   

    120円

子ども・子育
て支援分世  帯  種  別

均等割軽減額
（１人あたりの軽減額 ）

平等割軽減額
（１世帯あたりの軽減額 ）

660,000円

前年中の総所得金額から
43万円を差し引いた額

改正前

被保険者１人につき

１世帯につき
（特定世帯以外）

改正後 増
減

      7.90%

  28,500円

  23,000円

  11,500円

  17,250円

課税対象
医療分 支援分

区分

所得割

均等割

平等割 １世帯につき
（特定世帯）

１世帯につき
（特定継続世帯）

課税限度額

      7.34%

  28,500円

  23,000円

  11,500円

  17,250円

      2.90%

  10,000円

     8,000円

     4,000円

     6,000円

      2.77%

  10,000円

     8,000円

     4,000円

     6,000円

      2.40%

  10,500円

  

     6,000円

  

      2.36%

  10,500円

  

     6,000円

  

　   ー

　   ー

　   ー

　   ー

　   ー

      0.30%

     1,300円

         800円

         400円

         600円

↓

→

→

→

→

介護分 子ども・子育て支援分

↓

→

→

→

→

↓

→

→

↑

↑

↑

↑

↑

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
  Ｒ７   Ｒ８   Ｒ７   Ｒ８   Ｒ７   Ｒ８   Ｒ７   Ｒ８

増
減

増
減

増
減

670,000円       ↑ 260,000円 260,000円       → 170,000円 170,000円       → 　   ー    30,000円       ↑
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空から
百景

緑の里山

稲や牧草を栽培する飯樋地区の農地。きれいに並んだ小さ
な苗が、水田にリズミカルな模様を描いています。明るい日
差しを喜ぶように、何種類もの小鳥のさえずりが楽しげに響
いていて、丘の上の大きな牛舎からはのんびりした牛の鳴
き声が聞こえてきます。農家の皆さんのまでいな仕事がつく
り出す牧歌的な風景が、清 し々く広がる初夏の飯舘村です。

広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 広報いいたて  令和８年７月号広報いいたて  令和８年７月号 14141515



作
って
き
た
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、こ
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
、各
課
に
お
い
て
記
念
事
業
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。今
秋
に
は
、敬
老
会
を

こ
の
70
周
年
記
念
事
業
と
位
置
づ
け
、

楽
し
い
催
し
と
な
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。ま

た
、例
年
秋
に
行
って
お
り
ま
す「
飯
舘

村
表
彰
式
」は
、表
彰
規
程
に
基
づ
く

表
彰
に
加
え
、震
災
に
よ
る
避
難
や
復

興
に
際
し
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を
招

い
て
感
謝
状
を
贈
る
な
ど
、節
目
と
な

る
よ
う
な
式
典
を
想
定
し
て
検
討
を

始
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、各
課
に
お
い
て
70
周
年
記

念
を
冠
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
予

定
し
て
お
り
、こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
、

「
感
謝
と
喜
び
を
と
も
に
す
る
1
年
」

と
位
置
づ
け
て
、村
を
挙
げ
て
祝
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
帰
村
し
た
村
民
の
健
康
維
持
や
増

進
の
た
め
に
開
設
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー「
つ
な
が
っぺ
」は
、利
用
登
録

者
が
１
０
５
人
と
な
って
お
り
、令
和
７

年
度
の
サ
ロ
ン
は
延
べ
３
１
７
９
名
が

利
用
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、高
齢
者
の「
通
い
の
場
」と

し
て
、村
内
９
地
区
・
村
外
１
か
所
で

「
地
域
サ
ロ
ン
」が
運
営
さ
れ
て
お
り
ま

す
。サ
ロ
ン
の
会
員
数
は
村
内
２
５
７

人
、村
外
30
人
、計
２
８
７
人
で
、地
区

集
会
所
等
で
介
護
予
防
体
操
や
各
種

教
室
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、交
流
を

図
って
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

-

　
第
２・
第
３・
第
４
工
区
の
農
地
に

お
い
て
、村
と
県
が
実
施
主
体
と
な

り
、地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、出
荷
制
限
解
除
の
た
め
の
実
証

栽
培
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
品
目
は
、水
稲
と
指
定
野
菜
５
品

目
を
予
定
し
て
お
り
、各
農
産
物
の

安
全
性
を
確
認
し
た
上
で
の
国
・
県

と
の
協
議
に
よ
り
、令
和
９
年
度
か

ら
は
市
場
出
荷
が
可
能
と
な
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

帰
還
困
難
区
域

　
６
月
１
日
現
在
の
村
へ
の
帰
還
者

は
６
３
０
世
帯
、１
１
６
６
人
で
帰
還

率
は
約
31
・６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
転
入
者
２
８
７
人
と「
い
い

た
て
ホ
ー
ム
」の
入
所
者
等
を
合
わ

せ
、村
内
の
居
住
者
は
８
１
９
世
帯
、

１
５
１
０
人
と
な
って
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

令
和
８
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
が
属

す
る
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者
に
対

す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
福
祉
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

令
和
８
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

議会報告  
令和８年  第５回飯舘村議会定例会

　
令
和
８
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、６

月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。一
般
質
問
は
16
日
に
行

わ
れ
、村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課

題
等
に
つい
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

　
議
案
審
議
は
19
日
に
行
わ
れ
、提
出

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

生
涯
学
習
関
係

　
５
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
相
馬
野
馬
追
祭
に
、今
年

も
村
か
ら
４
騎
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
飯
舘
村
相
馬
流
山
踊
保

存
会
」の
取
り
組
み
が
、公
益
財
団

法
人
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団「
地

方
文
化
事
業
支
援
」と
し
て
採
択

さ
れ
、去
る
５
月
15
日
に
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、支
援
承
認
書
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
支
援

事
業
に
よ
り
、活
動
助
成
金
と
し
て

46
万
８
０
０
０
円
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
、保
存
会
で
は
陣
笠
の

購
入
と
、稽
古
の
講
師
謝
金
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

地
域
サ
ロ
ン
等
に
つ
い
て

　
水
稲
は
昨
年
度
実
績
で
約
３
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
で
し
た
が
、今

年
度
は
５
月
末
時
点
の
と
り
ま
と
め

で
19
地
区
45
経
営
体
で
約
３
５
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
、約
１・２
倍
に
拡

■ 

水
稲
の
作
付
け
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

村
道
舗
装
機
能
回
復
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

■ 

長
泥
地
区
環
境
再
生
事
業

　「
飯
舘
村
生
活
応
援
商
品
券
」（
プ

レ
ミ
ア
ム
付「
い
い
た
て
ほ
の
ぼ
の
商

品
券
」）は
、本
年
５
月
25
日
現
在
、

１
万
４
８
０
０
冊（
予
定
販
売
数
の

45・４
％
）を
購
入
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。利
用
期
間
を
本
年
９
月

ま
で
と
し
て
お
り
、引
き
続
き
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、福
島

県
の
事
業
再
開
・
帰
還
促
進
事
業
を

活
用
し
、７
月
25
日
に
、大
倉
地
区
で

「
は
や
ま
湖
ま
つ
り
」を
開
催
す
る
他
、

「
い
い
た
て
秋
ま
つ
り
」「
い
い
た
て
冬

ま
つ
り
」な
ど
を
実
施
予
定
で
す
。

■ 

商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て

　
住
民
懇
談
会
及
び
第
７
次
総
合
振

興
計
画
説
明
会
を
、４
月
11
日
及
び
12

日
に
、交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
館
」、

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
南
相
馬

市
）、及
び
福
島
県
青
少
年
会
館（
福

島
市
）の
３
会
場
で
開
催
し
、延
べ
22
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
は
、人
口
増
加
対
策
、働
く
場

■ 

住
民
懇
談
会
に
つ
い
て

■ 

建
設
関
係

　
福
島
再
生
賃
貸
住
宅「
大
谷
地

住
宅
」に
つ
い
て
は
10
戸
が
完
成
し
、

４
月
３
日
に
竣
工
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。現
在
、帰
還
者
及
び
移
住
者

の
方
が
４
戸
入
居
し
て
お
り
ま
す
。

　
土
木
係
関
係
で
は
、長
泥
地
区
に

お
け
る
帰
還
再
生
生
活
道
路
整
備

事
業
い
わ
ゆ
る「
昇
口
舗
装
」を
、今

年
度
は
２
か
所
予
定
し
て
お
り
、測

量
設
計
及
び
舗
装
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

報
告

　
第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な

推
進
の
た
め
、村
行
政
区
長
会
を
は
じ

め
と
す
る
村
内
関
係
機
関
と
住
民
等

が
協
調
し
た
、効
率
的
、効
果
的
な
村

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

４
月
23
日
に
飯
舘
村
総
合
振
興
計
画

推
進
協
議
会
を
設
立
し
、５
月
末
ま
で

に
２
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、総
合
振
興
計
画
の
推
進
の
観

点
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
企
業
や
大
学
、

関
係
機
関
と
の
地
域
連
携
に
つい
て
共

有
す
る
中
、新
た
な
地
域
連
携
に
つ
い

て
も
協
議
し
た
結
果
、去
る
５
月
12
日

に
、村
と
東
急
不
動
産
、飯
舘
村
総
合

振
興
計
画
推
進
協
議
会
の
３
者
に
よ

る
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り

ま
す
。次
回
以
降
に
お
い
て
は
、復
興

関
係
事
業
の
進
捗
状
況
確
認
及
び
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
協
議
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

村
長
村
政
報
告

紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す

■ 

７
次
総
計
画
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
、飯

舘
村
は
村
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。村
政
伸
展
を
願
う
多
く
の
先
人

の
取
り
組
み
が
、今
日
の
飯
舘
村
を
形

■ 
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

の
確
保
、支
障
木
対
策
、伐
採
林
の
処

理
、獣
害
対
策
、防
災
体
制
、子
育
て・

教
育
環
境
、医
療・福
祉
の
充
実
な
ど
の

要
望
や
、支
援
事
業
等
の
周
知
方
法
に

つい
て
の
ご
意
見
の
ほ
か
、県
の
道
路
改

良
計
画
に
つい
て
の
質
問
な
ど
、多
岐
に

わ
た
り
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。今

後
、村
で
行
う
事
項
、国
や
県
に
要
望

す
る
事
項
な
ど
を
整
理
し
な
が
ら
、そ

れ
ぞ
れ
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
泥
地
区
の
避
難
指
示
未
解
除
区

域
の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、４
月
26
日
に
帰
還
意
向

調
査
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
出
席
さ
れ
た
方
に
は
、会
場
で

調
査
票
を
配
付
し
た
他
、欠
席
さ
れ
た

方
に
は
後
日
郵
送
し
て
お
り
、７
月
末

ま
で
に
は
ご
回
答
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

■ 

村
民
の
帰
還
状
況

　
ま
た
、避
難
を
継
続
し
て
い
る
方

は
、県
外
避
難
者
が
１
３
７
人
、県
内

避
難
者
は
、福
島
市
に
１
７
３
９
人
、

南
相
馬
市
に
２
４
７
人
、伊
達
市
に

２
１
８
人
、川
俣
町
に
１
９
２
人
、相

馬
市
に
１
０
５
人
な
ど
、合
わ
せ
て

２
６
３
１
人
で
す
。

大
し
て
い
ま
す
。
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いいたて便り

右から、山田さん、髙木さん、杉岡村長。法務大臣から
委嘱を受け、相談や啓発活動に取り組んでいます。

旋律が美しいピアノ曲の演奏の他、守時さんがプロ
デュースする「音えほん」の朗読も行われました。

南相馬地区防犯指導隊
委嘱状交付式が行われました

　５月26日、村役場で、南相馬地区防犯協会連合
会及び南相馬警察署による『令和８年度南相馬地
区防犯指導隊委嘱状交付式』が行われ、20行政区
から選出された、飯舘支部・20人の隊員に委嘱状が
交付されました。また、渡邊富士男さん（飯樋町）が
南相馬地区防犯指導隊副隊長に任命されました。
　防犯指導隊は、犯罪を未然に防ぐための広報活
動など、地域住民の安全確保を目的とした活動を
行っています。この日は、「青色回転灯によるパトロー
ル活動」の講習、飯舘支部の総会も行われました。

情景を旋律で描く
守時タツミさんの演奏会

　５月31日、交流センター「ふれ愛館」で、自主
文化事業『守時タツミ〜景色の見える音楽会〜』を開
催しました。村で守時さんの演奏会が開かれるのは８
回目で、今回も多くの人が足を運びました。コンサートで
は、震災の年の飯舘の夏を描いた「ひぐらし」、能登の
情景を描いた「NOTO BLUE」などのピアノ曲が、自然
の音や風景映像と重ねて演奏され、来場者が耳を澄ま
して聴き入りました。開催後のアンケートには「こんなに
温かなコンサートは他にありません」「演奏者に近く会
場も素晴らしい」といった感想が寄せられました。

髙木久子さん・山田郁子さん
人権擁護委員活動で表彰

　村で人権擁護委員を務める髙木久子さん（大
倉）が全国人権擁護委員連合会から、同じく山田
郁子さん（伊丹沢）が福島県人権擁護委員連合会
から表彰を受け、６月１日に村役場で、村への報告を
行いました。人権擁護活動や人権思想の普及に対
する長年の貢献が認められての表彰です。報告後
の懇談では、人権について日頃から考え、話し合うこ
との大切さや、そのための環境づくりについて、出席
者が意見を交わしました。世代間交流を伴う取り組
みの提案などもあり、活発な議論が続きました。

松原光年さん・菅野正美さん
民生委員・児童委員表彰

　民生委員・児童委員として、地域福祉の向上に
尽力した長年の功績が認められ、松原光年さん（小
宮）、菅野正美さん（佐須）が、厚生労働大臣表彰を
受けました。２人は６月２日に村役場で、村への報告
を行いました。
　報告ではそれぞれが、震災当時の民生委員・児
童委員活動を振り返り、「多くの皆さんから応援をい
ただき、少しでも恩返しがしたいという思いで活動し
てきました」などと語り、長きにわたる活動への思い
をかみ締めていました。

ふくしまDC 歓迎イベント！
イイタネちゃんも相馬駅に出動

　ふくしまデスティネーションキャンペーンの一環で６
月６日に運行された「ふくしま まんぷくトレイン」の乗
客を、各駅でゆるキャラ達が大歓迎。 。イイタネちゃん
も、相馬駅のホームに駆け付けました。この列車は、
「なみえ焼きそば」「ほっきめし」など県内各地のご

ふくしまDC inふかや風の子広場
謎解きイベントを開催！

　６月７日、ふかや風の子広場にて、ふくしまデスティ
ネーションキャンペーンに合わせた謎解きイベントを
開催しました。村内をはじめ県内の観光スポットを盛
り込んだ謎解き問題は、公園の遊具に掲示。参加者
が場内を巡って遊びながら謎解きを楽しむ企画で
す。先着100人の正解者にはお菓子などをプレゼン
ト。さらに、抽選の当選者には、ジャパンフードセレク
ション受賞の商品などを贈りました。約200人の家族
連れが参加し、緑が美しい公園で問題を探し歩いた
り、協力して謎解きに挑戦したりして楽しみました。

村内外からたくさんの方が参加し謎解きイベントを楽
しみました。ぜひまた遊びに来てくださいね！

車窓の風景と共に絶品グルメを味わう人気企画。
イイタネちゃんとの出会いもぜひ旅の思い出に！

左から菅野さん、松原さん、杉岡村長。民生委員は厚
労大臣の委嘱を受けて活動し児童委員を兼務します。

式の中で、飯舘支部の隊員を代表し、南相馬警察署か
ら委嘱状の交付を受ける渡邊副隊長。

当地グルメが味わえる特
別列車。ゆるキャラ達は全
身で、「福島に来てくれて
ありがとう！」の気持ちを伝
えていました。
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話題のパレット

　６月６日、「つどい茶屋JAZZ喫茶くま」（上飯
樋）で、同店主催の音楽イベント『いいたてロック
フェス』が開催されました。店主の佐藤祐喜さん、
所属のShimvaこと小川奈々恵さんは、パワフル
かつユーモアあふれるステージを披露。東京を中
心に活動するギタリスト・生島佳明さんによる弾き
語りライブも行われました。また来場者も、聴き入る
ばかりでなく自らステージに参加するなどして、音
楽を通じた交流を思い思いに楽しんでいました。

くまカフェで『いいたてロックフェス』

深谷行政区が交流会を開催モリアオガエルに会いに行こう！『ながどろ生き物みっけ隊』の自然観察会
　５月30日、深谷行政区が交流会を開催し、
いいたてパークゴルフ場でパークゴルフ大会
を、深谷集会所前の広場でバーベキューの
集いを催しました。昨年に続く２度目の開催
で、村外で暮らす方も多数参加し約50人が
集まりました。齋藤照吉区長は盛会を喜び、

　アメリカ・ケネソー州立大学の学生18人が、
5月27日、菅野宗夫さん（佐須）のほ場で、水
稲の苗の手植えを体験しました。この農業体
験研修プログラムは今年で３年目。日本の農
業に触れて学ぶ貴重な機会として高い評価
を得ています。参加した学生からは「ユニー
クで特別な体験」などの感想が聞かれ、菅野

留学生が来村し田植えを体験

　6月20日、食堂「芳頼 神八」（草野）で、飯舘
村で暮らす子育て世帯を対象とした食事イベ
ント『神八わいわい食堂』が開催されました。
　２組の家族が参加して、いなり寿司やサン
ドイッチ、スパゲッティなどの朝食を楽しみま
した。会話が弾んで家族同士の交流も深ま
り、イベント名の通り、「わいわい」とにぎやか
な、笑顔あふれるひとときとなりました。
　『神八わいわい食堂』は、今後も毎月第３
土曜日に開催されます。

　６月10日、いいたて球場で、社会人野球
チームによる『モビリティマッチ２０２６』が開催
され、トヨタ自動車東日本（岩手県）と茨城トヨ
ペット（茨城県）が対戦しました。
　この試合は、スポーツを通じて地域に元気
を届けると共に、グループ内のつながりを深
める目的で行われたものです。
　初の飯舘村開催となった今回の試合。鋭
いホームランや好プレーが続き、白熱した一
戦となりました。

家族に笑顔『神八わいわい食堂』 いいたて球場で『モビリティマッチ』

「若い方にもできるだ
け参加をしてもらい、さ
らに交流を深めたい」
と話していました。

　６月20日、環境再生プラザ（環境省）が、長泥地
区で、『ながどろ生き物みっけ隊』の自然観察会を
開催し、県内全域から31人が参加しました。
　長泥地区で自然環境の調査をしている株式会
社大林組技術研究所の寺井学さん、国立環境
研究所の吉岡明良さんを講師に、モリアオガエル
をはじめとした水辺の生き物を観察しました。現地
では、モリアオガエルにそっと触れて間近で観察
した他、貴重な産卵シーンを実際に見ることもでき
ました。
　参加者からは、「こんな貴重な経験はなかなか
できない」「かわいらしい姿を観察できてうれしい」
といった声が聞
かれました。村
の豊かな自然に
触れ、生き物の
生態について学
ぶ貴重な機会と
なりました。

さんは「自然の恵みを得ることの喜び
を体験し、村での学びを世界へ発信
してほしい」と期待を寄せていました。

昨年度のリポート（翻訳版）はこちらから↑
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６月の村の動きと主なできごと６月の村の動きと主なできごと

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

１
日 

・ 

特
設
人
権
相
談
日（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

定
例
選
挙
管
理
委
員
会（
村
役
場
）

２
日 

・ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
伝
達
式
及
び
委
嘱
状
交
付
式（
村
役
場
）

４
日
〜
５
日 

・ 

福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
相
双
地
区
予
選
大
会（
南
相
馬
市
・
あ
っ
た
ま
る
ア
リ
ー
ナ
）

５
日 

・ 

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
に
関
す
る
協
議
会（
村
役
場
）

６
日 

・ 

ふ
く
し
ま
D
C
ゆ
る
キ
ャ
ラ
お
出
迎
え（
相
馬
市
・
相
馬
駅
）

　
　 

・ 

ふ
く
し
ま
酒
・
味
噌
・
醤
油
ま
つ
り（
郡
山
市
・
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）

７
日 

・ 

ふ
く
し
ま
D
C「
ふ
か
や
風
の
子
広
場
」な
ぞ
と
き
イ
ベ
ン
ト（
ふ
か
や
風
の
子
広
場
）

８
日
〜
10
日 

・ 

ゆ
ず
カ
フ
ェ（
い
ち
ば
ん
館
）

10
日 

・ 

国
道
3
9
9
号
あ
ぶ
く
ま
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
線
自
治
体
連
絡
協
議
会（
宿
泊
体
験
館
き
こ
り
）

12
日 

・ 

ほ
っ
と
相
談
会（
飯
舘
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

12
日
〜
14
日 

・ 「
M
E
E
T  

M
E
A
T  

F
E
S
仙
台
」出
展（
宮
城
県
仙
台
市
・
勾
当
台
公
園
）

12
日
〜
19
日 

・ 

６
月
議
会
定
例
会（
議
場
）

13
日 

・ 「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ふ
く
し
ま
２
０
２
６
／
あ
ぶ
く
ま
山
岳
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
40
」（
村
内
各
所
）

14
日 

・ 「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ふ
く
し
ま
２
０
２
６
」出
展（
楢
葉
町
・
天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

17
日
〜
23
日
※
20
日
除
く 

・ 

総
合
健
診（
い
ち
ば
ん
館
）　

18
日 

・ 

飯
舘
村
立
村
70
周
年
記
念
　
伐
採
祭
並
び
に
安
全
祈
願
祭（
飯
舘
村
森
林
組
合
）　

19
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

24
日 

・ 

い
い
た
て
村
文
化
祭
第
１
回
実
行
委
員
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

24
日
〜
26
日 

・ 「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
　
定
期
総
会（
香
川
県
・
ま
ん
の
う
町
）

25
日 

・ 

文
化
財
保
護
審
議
会
　
視
察
研
修（
伊
達
市
・
保
原
歴
史
文
化
館
他
）

26
日 

・ 

ほ
っ
と
相
談
会（
飯
舘
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

26
日
〜
28
日 

・ 

杜
の
都
の
ワ
イ
ン
祭
り「
バ
ル
仙
台
2
0
2
6
」出
展（
宮
城
県
仙
台
市
・
勾
当
台
公
園
）

27
日 

・ 

昆
虫
の
聖
地
協
議
会
　
総
会（
葛
尾
村
）

　
問   

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

         

☎
0
2
4
4（

42
）１
０
８
０

　
問   

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

         

☎
0
2
4
4（

42
）１
６
２
０

　
問   

産
業
振
興
課
農
政
係

         

☎
0
2
4
4（

42
）１
６
２
５

　
問   
ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き

         

☎
0
2
4
4（

26
）7
3
4
0

　
問   

村
づ
く
り
推
進
課
企
画
定
住
係

         

☎
0
2
4
4（

42
）１
６
２
２

　
問   

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

         

☎
0
2
4
4（

42
）１
０
８
０

　
問   

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

         

☎
0
2
4
4（

42
）１
０
８
０

　
ふ
か
や
風
の
子
広
場
の
屋
内
遊
び

場「
ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き
」は
、子

ど
も
達
が
よ
り
長
い
時
間
、集
中
し

て
遊
べ
る
よ
う
、７
月
か
ら
開
館
時

間
を
変
更
し
ま
し
た
。

　「
ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き
」は
、木

製
の
大
型
遊
具
や
知
育
玩
具
、遊
び

を
豊
か
に
広
げ
る
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

を
取
り
そ
ろ
え
、親
子
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

皆
さ
ん
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
「
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い

館
」に
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
特

設
売
り
場
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
で
い
館
に
特
設
売
り
場
が
開
設

さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
の
み
を
取
り
扱
う
期

間
限
定
の
売
り
場
で
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

道
の
駅
が
特
設
売
り
場
を
開
設

ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き
の

利
用
時
間
を
変
更
し
ま
し
た

　
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

が
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

　
同
時
に
、同
連
合
の
パ
ス
ポ
ー
ト

（
１
冊
１
０
０
０
円
／
有
効
期
間
１

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

パ
ス
ポ
ー
ト
を
道
の
駅
で
取
扱

年
間
）の
取
り
扱
い
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
同
連
合
の
加
盟
町
村
・
地
域
を

訪
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
た
り
、協
賛
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
で
き
る
パ
ス

ポ
ー
ト
で
す
。い
い
た
て
村
の
道
の

駅
ま
で
い
館
で
は
、こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
提
示
す
る
と
、１
０
０
０
円
以
上

の
買
い
物
代
か
ら
１
０
０
円
引
き
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
る

収
益
の一
部
は
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」連
合
の
環
境
保
全
活
動
等
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
舘
村
営
農
再
開
支
援
事
業
推

進
協
議
会
で
は
、村
内
で
農
業
を
営

む
方
に
た
い
肥（
上
限
１
ト
ン
／
反
）

の
導
入
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
導
入
を
希
望
す
る
方
は
、農
政
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
原
則
こ
れ
ま
で
た
い
肥
導
入
事
業

を
行
っ
て
い
な
い
農
地
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

村
内
で
農
業
を
営
む
方
に

た
い
肥
の
導
入
を
支
援
し
ま
す

※
広
場
の
屋
外
公
園
は
年
中
無
休
で

　
終
日
開
放
し
て
い
ま
す
。

第
１
部
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

新
し
い
利
用
時
間
は
こ
ち
ら

初夏のイベント盛りだくさん！  事業者の皆さんと一緒に、飯舘村の魅力を発信しました。
期
間
　
６
月
30
日
よ
り（
開
設
中
）

　
　
　
７
月
31
日
ま
で

宝
く
じ
特
設
売
り
場

場
所
　
道
の
駅
ま
で
い
館

　
　
　
会
計
レ
ジ

第
２
部
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
４
時
ま
で

毎
週
水
曜
日
、年
末
年
始

休
館
日
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

道
の
駅
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

「
ま
で
い
な
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催

　
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
の

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
、生
産
者
の
会
主

催
の『
ま
で
い
な
マ
ル
シ
ェ
』が
開
催
さ

れ
ま
す
。農
産
物
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

雑
貨
、飲
食
の
ブ
ー
ス
を
巡
っ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

❶
❷
６
月
６
日「
ふ
く
し
ま
酒
・
味
噌
・
醤
油
ま
つ
り
」（
郡
山
市
／

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）❸
❹
６
月
14
日「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ふ
く

し
ま
」（
楢
葉
町
／
天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）❺
❻
６
月
12
日
〜
14
日

「
M
E
E
T 

M
E
A
T 

F
E
S（
宮
城
県
仙
台
市
／
勾
当
台
公
園
）

❼
６
月
20
日「
浄
土
平
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
飯
舘
村
フ
ェ
ア
」（
福
島
市
）

❹ ❷

❸

❶

❺

❻❼

日
時

７
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

パ
ス
ポ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
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ふ
れ
愛
館
だ
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

伊丹沢行政区（３区）
区民数３０４人（令和８年６月１日現在／住基人口）

昭和31年に飯曽村・大舘村が合併して誕生した飯舘村。昭和35年に完成した役場庁舎は、現在の庁舎に移転
するまで使用されました（現庁舎での業務開始は平成６年１月）。現庁舎の建設は、センター地区の開発と同
時に進められました。鉄筋コンクリート造の２階建てで、随所に村特産のみかげ石が使用されています。前庭も
公園のような設えで、数年をかけて植栽や石彫が配置されました。そして平成23年３月の東日本大震災の折に
は、刻々と変わる状況の中、被災・避難の手続きや対応の会議などで、大勢の村民が庁舎に集まりました。同４
月には全村が計画的避難区域に指定され、村民の避難を進めた後に、役場機能も移転。同６月、福島市に飯野
出張所（後に飯野支所）を開設し、村民との懇談や、復興️計画の策定などを続けました。平成26年４月には役場
機能の一部を本庁に戻し、平成28年７月に帰庁。今年の７月は、帰庁から丸10年の節目となります。

飯
舘
村
を
形
づ
く
る
個
性
豊
か
な

20
行
政
区
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す

飯
舘
村
役
場 

庁
舎
の
今
と
昔

村
制
施
行

70
周
年

昭
和
35
年
、草
野
地
区
に
完
成

し
た
旧
庁
舎
。飯
樋
地
区
に
は

支
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。

さまざまな場所
や暮らしの変化
を見てみよう。

い
い
た
て
20
行
政
区

伊
丹
沢
行
政
区

３区いいたて
今昔物語

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

中
央
近
く
の
赤
い
屋
根
が
旧
庁

舎
。現
在
は
飯
舘
村
商
工
会（
商

工
会
館
）が
建
つ
場
所
で
す
。

新庁舎の完成は平成５年。庁舎左手に、同７年
開店の「ほんの森いいたて」も写る航空写真。

現在も大切に使われている庁舎。令和５年に正
面玄関入り口のバリアフリー工事を行いました。

　
飯
舘
村
の
中
央
部
に
位
置
す
る

伊
丹
沢
行
政
区
。村
役
場
、学
校
施

設
、ス
ポ
ー
ツ
公
園
、ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ど
、村
民
の
生
活
を
支
え
る
施

設
が
集
中
す
る「
セ
ン
タ
ー
地
区
」

を
擁
す
る
地
域
で
す
。

　
昭
和
期
は
米
作
り
が
盛
ん
で
、

タ
バ
コ
の
生
産
や
養
蚕
・
畜
産
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

昭
和
46
年
に
は
、「
生
活
改
善
モ
デ

ル
地
区
」に
指
定
さ
れ
、そ
れ
を
契

機
に「
伊
丹
沢
農
事
研
究
会
」が

発
足
。研
究
会
は
、土
壌
調
査
に
基

づ
く
土
づ
く
り
や
栽
培
技
術
の
研

究
、害
虫
防
除
な
ど
に
、長
期
に
わ

た
り
取
り
組
み
ま
し
た
。一
方
、老

人
会
や
若
妻
会
な
ど
の
地
域
活
動

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
59
年
に
は
、第
3
次
総
合

振
興
計
画
を
策
定
中
の
村
が
、「
セ

ン
タ
ー
地
区
整
備
懇
談
会
」を
立

ち
上
げ
、統
合
中
学
校（
後
の
飯
舘

中
学
校
）や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
を
開
始
。そ
の
後
、

分
散
し
て
い
た
公
共
施
設
を
集
中

し
て
整
備
す
る「
セ
ン
タ
ー
地
区

構
想
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、平
成

期
に
か
け
、さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が

区
内
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
に
よ
る
全
村
避
難
を
経
て
、

区
は
現
在
、地
域
み
が
き
あ
げ
計

画
な
ど
も
活
用
し
て
、花
壇
の
植

栽
や
地
域
美
化
の
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。令
和
５
年
か
ら
６
年
に
か

け
て
は
、鳥
獣
被
害
対
策
の
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
、実
証
的
な
活
動
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

vol.3

作物の品質向上や、土
づくりなどに取り組んだ

「伊丹沢農事研究会」。
（昭和57年当時）

センター地区の開発用
地に選定されたのは、
牧 野 組 合 所 有 の 牧 草
地でした。（昭和59年）

震
災
後
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
学
校
施
設

が
再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
30
年
）

「
飯
舘
復
興
三
千
本
の
桜
」は
区
の
笹
ノ

沢
地
区
に
あ
り
ま
す
。（
令
和
８
年
）

花井敬三区長

全村避難の時は心底落胆しました。しかしそこから
15年が経過した現在、集落営農組合での作業には、
若い人も参加をしてくれて、畦畔の草刈りなど担い手
の支援も行っています。また、チェーンソー部隊がで
き、支障木が出た時などに出動します。地区の高齢化

32
歳
ま
で
ま
と
も
に
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

男
性
が
、読
書
家
の
友
人
と
一
緒
に『
走
れ
メ
ロ

ス
』な
ど
の
名
作
を
一
行
ず
つ
音
読
し
て
い
く
読

書
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。文
字
を
追
う
た
び
に
一

喜
一
憂
し
、物
語
の
世
界
へ
全
力
で
飛
び
込
ん
で

い
く
姿
は
、忘
れ
て
い
た「
本
を
読
む
純
粋
な
楽

し
さ
」を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

は進んでいますが、その中でも、若い人とコ
ミュニケーションを取りながら、区の活動を
行っていきたいです。県道から役場に向か
う道沿いに整備している自慢の花壇は今年
もきれいにできました。パークゴルフの練
習も毎月行っていて、秋には区長杯を開催。
村民スポーツ大会にも出場します。

昭
和

不
詳

平
成

令
和

イ
ン・
ザ
・
メ
ガ
チ
ャ
ー
チ

朝
井
リ
ョ
ウ
氏
の
2
0
2
6
年
本
屋
大
賞
受
賞

作『
イ
ン
・
ザ
・
メ
ガ
チ
ャ
ー
チ
』が
話
題
で
す
。ア

イ
ド
ル
応
援
文
化
の
光
と
影
を
描
き
、S
N
S

社
会
の
危
う
さ
を
鋭
く
突
い
た
本
作
。「
自
分
の

頭
で
考
え
る
こ
と
」の
重
要
性
を
問
い
か
け
る
、

現
代
人
必
読
の
傑
作
で
す
。

本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
32
歳
が

は
じ
め
て
本
を
読
む

朝井リョウ 著　
日本経済新聞出版

かまど 著　
みくのしん 著
大和書房

　問  交流センター「ふれ愛館」 ☎︎0244-42-0072話題の本も置いています
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（5月21日から6月20日までに届け出のあったものを掲載） 
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出の時に住民係へお申し出ください。

　
今
年
も
早
い
も
の
で
、6
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
梅
雨
の
訪
れ
が
、村
の
大
地
に
恵
み
の
湿
潤
を
も
た
ら
す
水
無
月
。

　
飯
舘
村
自
慢
の
農
産
物
や
村
産
品
を
広
め
る
べ
く
、各
地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出

店
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。郡
山
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
で
の「
ふ
く
し
ま
の
酒・

味
噌・醤
油
ま
つ
り
」で
は
村
の
お
味
噌
や
甘
酒
な
ど
を
ご
紹
介
。仙
台
で
の

「
M
E
E
T 

M
E
A
T 

F
E
S
」で
は
村
産
黒
毛
和
牛
の
食
べ
比
べ
や
、新
玉

ね
ぎ
を
使
っ
た
メ
ン
チ
カ
ツ
を
は
じ
め
、焼
き
菓
子
、ベ
ー
グ
ル
、ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ド
セ

レ
ク
シ
ョン
の
グ
ラ
ン
プ
リ
商
品
、季
節
の
お
花
が
並
び
、多
く
の
方
に
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。浄
土
平
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の「
飯
舘
村
フェア
」や
毎
年
出
店

し
て
い
る
仙
台
で
の「
B
A
R
仙
台
2
0
2
6
」な
ど
、多
方
面
に
村
産
品
の
魅

力
を
発
信
し
た
月
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
個
人
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
S
N
S
で
も
、ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
手
隙
の
際
に
、ど
う
ぞ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
年
間
を
通
し
て
、飯
舘
村
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
の
も
、村
の
生
産
者
さ
ん
の

汗
と
ご
努
力
の
積
み
重
ね
あ
って
こ
そ
で
す
。いつ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、長
年
民
生
委
員・児
童
委
員
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、多
年
に
亘

り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
表
彰
報
告
も
心
よ
り

嬉
し
く
、こ
れ
ま
で
の
地
域
に
対
す
る
積
年
の
ご
尽
力
に
た
だ
た
だ
感
謝
申
し

上
げ
る
ば
か
り
で
す
。こ
う
し
て
村
は
い
つ
の
時
も
、村
民
の
皆
様
の
力
で
守
ら

れ
、支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
村
民
の
方
か
ら「
大
変
な
こ
と
は
今
も
あ
る
け
れ
ど
も
、自
分
達
が
な
ん
と

か
暮
ら
し
続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
、ご
先
祖
様
が一生
懸
命
に
家
族
や
土
地
を
愛

し
、守
り
継
い
で
き
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
よ
ね
」と
い
う
お
話
を
お

聞
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
を
愛
お
し
そ
う
な
眼
差
し
で
見
つ
め
な
が
ら
の
お
言
葉
に
、あ
ら

た
め
て「
お
か
げ
さ
ま
」「
あ
り
が
た
し
」の
想
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
切
な「
飯
舘
村
」と
い
う
私
た
ち
の「
ふ
る
さ
と
」を
次
世
代
へ
と
襷
を

繋
い
で
い
く
た
め
、皆
様
と
と
も
に
こ
の
村
に
あ
ふ
れ
る
誇
り
と
魅
力
を
さ
ら
に

深
め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

おくやみ

氏     　名      　 　  　     年齢            行政区

佐  藤 十  成   さん

西  川 ツネ子 さん

高  野 智偉子 さん

荒 由  香    さん

大  越 セツヨ  さん

91

93

93

54

78

          大　倉

          宮　内

          大　倉

          大　倉

          深　谷

ご冥福をお祈り申し上げます

ひとのうごき 　 令和８年６月１日現在

　●男　2,187人（ー７）
　●女　2,103人（ー９）
　　計　4,281人（ー16）

世帯数　1,776戸（ー５）

人   口 　今 月   （前月比）
　　       転入    ２人
　　       転出    10人
　　       出生    ０人
　　       死亡　８人
　   （住民基本台帳人口）

５月1日〜31日までの人口動態

■ ひとのうごき■ ひとのうごき

「おかげさま」で「ありがたし」
　村を支え、守り、輝かせる村民の力 愛楽故郷味

あいらく ふるさと み

杉岡 誠 村長 の
第44 回

■ 写真様式　データ、現物を問いません。　  　■ 写真枚数　１掲載につき１～２枚程度。
■ 提出方法　電話で写真の詳細をお聞きした後、相談させていただきます。
■ 選　　考　応募多数の場合は選考します。　 ■ 報　　償　１掲載につき1,500円。

　問  村づくり推進課企画定住係（広報担当：巻野）☎︎0244-42-1613

テーマは
「農業を通して見える景色」
   〜水田と道の駅〜

例えば…「お盆」「花火」「ひまわり」
「流しそうめん」をテーマに。8/14締切

９月号

パシャリ

いいたて    　　　　リレー
皆さんが広報委員！

PPHHOOTTOO
フォト

月ごとのテーマで写真を募集、エピソードと共に紹介します。 撮影者  大井利裕さん（草野）

例えば …「 七 夕」「 海 」「 夏 休 み 」
「夏野菜」をテーマに。7/17締切

８月号

故故
郷郷
のの
襷襷

　「田植えの準備で水田に水を張っていた時に
見た風景です。水田に映る道の駅までい館の光
や、夕暮れの空が水面に反射する様子がきれい
だと思って撮りました」。そう話すのは、この写真
の撮影者、飯舘村振興️公社・農業部門に勤務す
る大井さんです。「たまたま夜までかかる作業が
あり、この風景に出会うことができました。農業を
やっている人でなければ、なかなか見る機会が
ない風景だと思います。天候やシーズンはもちろ
ん風の影響もありますから、狙って撮れる写真で

暮らしの耳より情報     ❹ 「野焼き」が原因の火災が発生しています！

はありません。だからこそ、この写真を通して皆さんにも、『農業を通して見える景色』を知ってほし
いと思いました」。とても貴重な写真ですし、幻想的で美しい、飯舘村ならではの風景ですね。

　家庭でのごみの焼却は「野焼き」と呼ばれ、一
部の例外を除き法律で禁止されています。
　全国的にも「野焼き」が原因で山林や住宅に燃
え移る火災が発生しています。
　一般家庭から発生するごみは焼却せずに、定
められた収集日に正しく出すようお願いします。
　なお、農林業等を営むうえでやむを得ない範
囲でのみ例外として行う野焼きの場合は、事前に
産業振興️課まで届け出をお願いします。

　問  産業振興課農政係☎︎0244-42-1621
　問  南相馬消防署飯舘分署☎︎0244-42-0119

実施する前に、実施場所や日時な
どを連絡してください。

　「野焼き」とは、適法な焼却施設を使用せ
ず、野外で廃棄物や草木を焼却する行為で
す。「廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に関 する法 律

（廃掃法）」により、家庭ごみや事業系ごみ、
剪定枝などを屋外で燃やす「野焼き」は原則
禁止されています。農業や伝統行事などの一
部は例外として認められていますが、火災や
環境汚染のおそれがあるため、厳格なルー
ルが設けられています。違反した場合には重
い罰則が科される可能性もあります。仕事や
行事で「野焼き」を行う場合は、必ず事前に
届け出をしてください。

必ず事前に
届け出を！

Check !

原則禁止の内容と例外について

次
号
の
お
知
ら
せ

防災を見直そう！
次号の特集は

　     を予定しています。

より安全で適切な医療の提供を目指し、国は、薬剤の処方と調剤を分ける「医
薬分業」を推進しています。これに従い「いいたてクリニック」の院内処方も昨
年12月で終了しました。次号「広報いいたて」８月号では、クリニックを
受診した際の院外処方の流れについて、「ほけんとふくし」のページ
で改めてお知らせします。また、院内処方終了後から現在までの関
係機関の取り組みについても、合わせてお伝えします。
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